
力
''J 

務
の
溌
句
集
で
、
お
永
四
年
男
年
呑
の
出
版
し
た
所

で
あ
る
。
お
永
亥
秋
梅
室
八
十
三
翁
の
序
及
び
編
者

の
自
序
‘
九
対
永
四
年
亥
秋
九
且
前
苔
間
性
一部
一
恩
の
践

が
あ
る
。
板
元
不
明
。

カ
ツ
ミ
ツ

勝
光

加
賀
の
万
工
で
、
加
州
佐
藤

原
肪
光
と
切
る
。
天
正
頃
。
叉
能
殺
の
万
工
勝
光
は

辺
抑
制
似
助
、
究
文
頃
の
人
で
、
珠
洲
郷
小
木
に
住
し
、

点
目
ナ
頃
に
は
そ
の
子
勘
左
衛
門
勝
光
が
あ
っ
た
。

カ
ツ

Z
エ
リ
ュ
ウ
勝
見
二
柳

加
賀
の
例
入
。

勝
見
氏
、
部
は
充
茂
。
側
諸
宇
一
山
中
の
桃
妖
及
び
金

刑
仰
の
希
凶
に
慰
び
、
後
近
江
八
陥
・阿
波
・大
坂
に
住

し
た
。
三
四
坊
・
不
二
隠

・二
柳
陪
・
不
二
・
二
柳
・桃

民
・m
M
冠
子・
七
杉
営
等
の
川
慌
が
あ
る
。
品
目
て
こ
係
家

か
ら
中
興
宗
匠
の
蹴
を
受
け
た
。
平
和
三
年
三
月
什

一
日
夜
、
官
千
年
入
イ

一。

カ
ツ
ヤ
マ

勝
山

鹿
島
郡
芹
川
の
内
の
小
芋。

円
山
名
は
勝
山
の
鐙
に
あ
る
に
よ
っ
て
起
る
。

カ
ツ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ
勝
山
城

眼
目
印
刷
州
芹
川
の
内

勝
山
の
山
上
に
在
っ
た
。
天
正
十
二
年
九
且
越
申
の

訓
保
氏
張
こ
与
に
要
害
を
椛
へ

、
そ
の
抑
袋
引
円
相
中
人

宇
一
置
い
た
か
ら
、
七
隠
の
前
凶
安
勝
等
之
を
攻
め
た

が
陥
訴
し
な
か
っ
た
。
阪
に
し
て
勝
山
の
兵
泊
宇
守

山
へ
邸
っ
た
と
の
報
を
得
た
る
を
以
て
、
安
腕
等
一
品

び
攻
め
て
容
易
に
之
を
得
た
と
い
ふ
。
縫
殺
賀
三
…州

志
に、
『勝
山
と
は
山
名
に
て
芹
川
村
領
に
在
り
。

山

上
に
本
丸
・二
，
丸
の
泊
跡
伎
に
存
在
す
。
荒
山
と
は

別
也
。
高
き
こ
と
山
路
よ
り
一
町
一
間
あ
h
。
本
城

渓
可
品
十
四
間
一
亙
可
=十
問
。
二
郭
談
可
=
十
六
悶
-

亙
可
=
入
間
一
也
。
此
山
下
の
芹
川
村
笥
内
に
も
勝
山

と
い
ふ
名
あ
り
。
』
と
あ
る
。

カ
ヅ
ラ
カ
ケ

f
z
ヤ

髭

街

宮

石
川
郡
坂
尻
に

在
っ
た
。
音
信
混
同
か
ら
そ
の
夫
を
尋
ね
て
来
た

-
臣
官

切町内
J

、
こ
L

に
て
死
ん
だ
般
に
小
祉
や
山
廷
で
L
髭
掛

一
石
荷
受
け
て
御
町
内
姐
に
班
し
、
凹
年
千
石
を
加
へ
て

の
宮
と
い
う
た
と
い
ふ
が
、
悶
よ
り
附
合
で
あ
る
。

一
人
持
制
と
な
り
‘
貞
苧
十
年
小
松
御
城
番
に
任
ぜ
ら

一
設
に
苦
手
取
川
こ
の
地
そ
流
れ
た
尚
、
こ
L

に
渡

一
れ
、
弘
子
保
流
年
残
し
た
。

し
が
あ
っ
て
、
誌
や
祉
の
向
か
う
な
る
獅
子
岩
に
掛

一

カ
ヅ
ラ
マ
キ
シ
ゲ
ト
シ
葛
巻
重
俊

政
人
と
都

け
た
か
ら
だ
と
い
」
が
、
そ
れ
も
明
ら
か
で
な
い
。

一
し
た
。
一
時
自
腕
。
呂
佼
の
嫡
男
。
院
長
十
七
年
前

カ
ツ
ヲ
シ
ミ
ヅ
桂
清
水

江
泊
郡
山
巾
に
在
ろ
。

一
川
利
治
に
代
へ
て
侍
院
と
な
っ
た
、
時
に
年
十
二一。

江
沼
芯
析
に
、
M

淀
川
水
一
名
山
奈
川
市
出
、
山
中
領
の
北

一
十
九
年
大
坂
冬
の
役
に
従
軍

L
、
附
巾
に
於
い
て
百

に
あ
っ
て
、
制
の
大
術
あ
る
が
般
に
れ
づ
け
る
と
あ

一
流
十
日
竹
守
山
仰
は
台
、
元
利
・
苅
永
の
問
、
漸
次
般
有

る
。
叉
一
前
水
の
上
に
長
け
一
米
二
除
の
石
川
械
が
あ

一
明
し
て
千

n五
十
石
と
た
り
、
交
の
退
老
後
併
せ
て

る
の
を
、
桜
地
税
と
い
ふ
。

山
中
椛
泉
の
容
が
昔
は

一
抗
千
百
況
十
石
新
受
け
、
山
国
安
元
年
寺
社
奉
行
と
な

こ
の
附
近
ま
で
湯
女
に
怒
ら
れ
た
所
で
、『細
川
縦
さ

一
台
、
市山
治
二
年
定
火
的
役
に
巡
り
、
阪
奉
行
者
粂

ん
に
わ
し
ゃ
恥
か
し
ゃ
別
れ
説
の
倒
見
せ
て
』
と
山

一
ね
、
W
H
文
元
年
残
し
た
o
年
J

ハ
イ
一
-。

中
仰
に
簡
は
れ
、
一に
別
れ
の
川
政
と
も
い
は
れ
た
。

一

カ
ヅ
ヲ
マ
キ
ジ
ユ
ウ
ヱ
モ
ン
葛
巻
十
右
衛
門

カ
ツ
ラ
ダ
ニ
桂
谷
江
泊
叩
四
十
九
院
谷
に
邸

一
初
め
柴
山
勝
家
に
刊
へ
た
が
、
柳
ヶ
制
の
役
後
初
架

す
る
郎
訴
。

一
秀
吉
の
命
に
よ
っ
て
則
一
究
政
に
仕

へ
、
そ
の
後
天
正

カ
ツ
ラ
ダ
エ
桂
谷

能
決
榔
削
判
権
郷
に
関
す
る
十
正
年
前
川
利
家
に
再
出
さ
れ
て
僚
千
依
荷
受
け
、

部出附
O

一
一
同
年
利
回
目
に
錯
し
て
四
百
依
そ
増
し
た
o
子
孫
相
綴

カ
ツ
ラ
ダ
ニ
桂
谷

以
前
畑
山
岡
山
圧
に
即
す
る

一
い
で
械
に
仕
へ
る
。

部
務
。

一

カ
ヅ
ラ
マ
キ
シ
ン
ゾ
ウ
葛
巻
新
議

l
オ
ホ
ノ

カ
ツ
ラ
ダ
ニ
イ
シ
桂
谷
石

江
泊
榔
利
行
に
在

一
ギ
カ
ツ
ア
キ
ラ
大
野
木
克
明
。

す
る
石
材
。
石
英
和
而
山括
質
問
明
灰
岩
で
、
相
背
色
文

一

カ
ツ
ラ
マ
キ
ハ
ヤ
ト
桂
巷
隼
入

院
長
の
金
仰

は
白
色
キ
f

呈
L
、
何
合
〈
刺
而
で
硬
い
。

一
城
古
附
に
、
北
の
九
の
約
き
松
原
農
政
の
地
に
税
容

カ
ヅ
ラ
ハ
ラ
ヒ
デ
フ
ヂ
萄
原
秀
藤
幼
科
村
際
、

叩
人
の
郎
が
あ
る
こ
と
や
記
し
て
あ
る
o
こ
の
持
容

後
鎌
六
。
珠
洲
部
飯
町
春
日
制
枇
の
紳
士
ー
で
あ
る
0
1
は
高
倉
山
町
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。

明
和
五
年
三
且
に
生
ま
れ
た
。
ご
十
六
段
京
坂
に
出

一

カ
ヅ
ラ
マ
キ
ヒ
サ
ト
シ
葛
巻
久
俊

内
賊
助
と

で
頼
山
陽
、
大
同
間
後
来
等
に
交
り
、
川
人
そ
し
て
凶

戸
都
し
、
目
円
僚
の
ご
男
。
寛
永
十
抗
年
前

m利
治
に
仕

砲
の
倉
山
聞
を
知
ら
し
め
ん
が
お
に
預
添
日
本
拙
そ
刊

一
へ
て
、
政
八
百
石
そ
賜
は
っ
た
。
拭
治
二
年
間
担
。

行
し
、
文
制
服
子
搬
に
凶
間
十
全
授
く
る
に
名
所
持
つ

一

カ
ヅ
ラ
マ
キ
ヒ
デ
ユ
キ
葛
巻
秀
行
初
名
秀
俊
。

て
、
勤
王
を
鼓
吹
せ
ん
と
し
た
が
、
後
y
i
の
乱
世
起

一
辺
都
民
h

市
郎
・
宅
前
・制
部
・
内
政
太
。
(
久
久
俊
の
夜

す
に
及
び
、
和
政
令
一
友
と
し
て
聞
年
青
詰
っ
た
。

凶

一
後
本
勝
八
百
石
奇
襲
ぎ
、
奥
小
将
と
な
り
、
延期
叫
六

延
元
年
六
月
夜
、
享
年
九
十
=

一

。

年

五

百

石

を

加

で

御

山

内

廻

組

に

列

し

、
卒
保
十
三

カ
ヅ
ヲ
マ
キ
シ
ゲ
X
Z
葛
巻
霊
澄

年
四
周
夜
し
た
。
享
年
七
十
六
。

一
七
八

カ
ヅ
ラ
マ
キ
マ
ザ
オ
キ
ジ
キ
パ
ツ
ス
イ
萄
蒋
昌

興
自
記
抜
梓

二
冊
。
大
野
木
舎
人
克
成
編
。
高
倉

昌
興
自
記
の
袈
文
宇
稲
川
録
し
、
延
質
五
年
正
月
か
ら

元
株
買
年
十
二
且
ま
で
の
日
記
に
辞
註
を
加
へ
た
も

の
で
あ
る
。

カ
ヅ
ラ
マ
キ
マ
サ
オ
キ
ヒ
ツ
キ

郎
、
後
多
門
・槌
佐
o
誌
は
-品
俊
・久
矩
・昌
信
・問団興。

隼
人
目
目
佼
の
孫
で
、
内
蹴
助
久
俊
の
第
三
子
で
あ
っ

た
。
延
期
日
元
年
前
旧
綱
紀
の
近
侍
と
な
り
、
新
知
二

百
王
イ
石
を
受
け
、
延
山
日
苅
年
百
五
十
石
を
府
し
、

天
和
二
年
出
世
小
特
に
巡
り
、
点
卒
元
年
百
五
十
行
令

加
へ
、
元
政
三
年
出
世
小
将
や
一絡
め
て
近
侍
し
、
二
一一白
石

を
加
へ
て
計
八
百
五
十
石
荷
受
け
た
。
六
年
御
町
内
週

間
刷
宇
田
惣
兵
衛
門
品
糾
の
前
川
綱
紀
か
ら
盟
院
を
命
ぜ

ら
れ
た
時
、
回
目
即
日
は
三
月
六
日
密
売
上
っ
て
侯
の
磁

芭
の
泊
舶
な
る
そ
認
め
た
。
制
紀
乃
ち
親
密
を
昌
興

に
典
へ
て
、
そ
の
苦
抽
出
そ
冊
目
す
る
と
共
に
、
こ
の
患

の
如
き
は
、
近
寄
の
院
関
と
し
て
大
に
恨
ま
ね
ば
な

ら
ぬ
こ
と
を
総
し
た
。
然
る
に
昌
輿
は
先
に
符
見
守

上
っ
た
時
飢
に
決
す
る
町
が
あ
っ
た
か
ら
、
疾
と
棺

し
て
郎
内
に
界
居
し
、
そ
の
伐
識
を
政
つ
等
、
肌午措

頗
る
穏
詰
を
柿
附
い
た
。
是
青
以
て
滞
定
昌
則
(
を
喪
心

し
た
と
し
、
六
且
十
臼
寺
西
宗
路
の
家
に
禁
銅
し
、

十
八
日
十
人
扶
持
を
給
し
て
能
官
の
禅
向
邑
に
抗
し

た
。
後
綱
紀
は
器
を
放
し
た
が
、
畠
輿
は
命
中
、奉
ぜ

ず
‘
促
所
に
在
る
こ
と
十
三
年
に
し
て
、
寛
永
二
年

三
月
四
日
そ
の
地
に
製
し
た
。
齢
抗
十
。
回
目
興
は
テ

を
有
樹
、
そ
の
苧
宇
一位
風
父
は
似
且
と
い
ひ
、
印刷儒

と
観
し
た
。
人
と
係
り
、
高
仰
に
し
て
例
飴
、
そ
の

才
昆
も
和
欧
に
長
じ
、
竹
川
山制限
・奥
村
忠
附
・山
本

悲
服
・
室
柏
崎
滋
等
と
栴
徴
返
し
た
。
そ
の
若
に
野
草

玉
銘
・服
括
随
筆
が
あ
る
。


